
●お申込み方法
CCTホームページよりお申込みいただけます。

http://cct.gr.jp/

当日登録料

コメディカル 3,000円3日間

CCT2013参加登録

http://cct.gr.jp/
〒440-0851  愛知県豊橋市前田南町1-1-5  2-E

TEL.0532-57-1275　FAX.0532-52-2883　E-mail secretariat@cct.gr.jp

CCT2013事務局

※学生の参加登録は無料です。当日学生証、またはそれに準ずるものをご呈示くだ
さい。証明書の呈示がない場合は、当日参加登録費をいただきます。事前の登録
は必要ありません。

●CT Skill-up Seminar

●FFR Training Center

●IVUS Learning Center

●OCT/OFDI Training Center

●超音波ハンズオンセミナー
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Venue

Language
The English language shall be the official language of CCT.
Simultaneous interpretation is available (English and Japanese): 
Themed Theater, Room 6, Room 8, Peripheral Theater
Simultaneous interpretation is available (English, Japanese and 
Chinese): Coronary Theater, Room 3

※Except sponsored sessions

Secretariat
On-site secretariat (October 17-19 only)
Kobe International Exhibition Hall 2, 1F
Tel: +81-(0)78-303-4007 / +81-(0)78-303-4008
Fax: +81-(0)78-303-4009

Notification
No smoking on all site.
No photography and video shooting without permission.

Food and Beverages
Coffee service will be offered at Kobe International Exhibition Hall 1, 1F 
and Hall 3 (Service time is limited)
Light meals will be served before morning session and fireside 
session.
Lunch boxes will be served before luncheon seminar.

Opening Hours

Registration
For Medical and Industrial Professional
Kobe International Exhibition Hall 2, 1F

For Co-medical
Kobe International Exhibition Hall 2, 2F

Oct. 17 7:30 - 18:00
Oct. 18 7:15 - 18:00
Oct. 19 7:15 - 15:00

Exhibition
Kobe International Exhibition Hall 1, 1F
Oct. 17, 18 9:00 - 18:00
Oct. 19 9:00 - 15:00

Kobe International Exhibition Hall 3 (Peripheral Exhibition)
Oct. 17, 18 9:00 - 18:00
Oct. 19 9:00 - 12:00

Faculty Registration
Kobe International Exhibition Hall 1, 1F
Oct. 17 7:30 - 18:00
Oct. 18 7:15 - 18:00
Oct. 19 7:15 - 15:00

Medical 3Days JPY 30,000
Medical 1Day JPY 15,000 
Medical(intern)* 3Days JPY 10,000
Co-medical 3Days JPY   3,000 
Industrial Professional 3Days JPY 30,000

* Medical(intern) is required to present certification showing they are 
currently in the internship (4 years period) after graduation from 
medical school. Failure to do this will be charged the on-site 
registration fee of Medical. Pre-registration is not required.

** A student can attend the live course free of charge. Please present 
your student ID or equivalent documents at the on-site registration 
desk. Pre-registration is not required.

Registration Fee

Free Wi-Fi Spots
Coronary Theater, Themed Theater, Peripheral Theater
Exhibition, Kobe International Exhibition Hall 1, 1F
Exhibition, Kobe International Exhibition Hall 3, 1F

Kobe International Exhibition Hall

English translation avaiableE Japanese translation avaiableJ

Chinese translation available中 Japanese onlyJapanese
only

Activity
AMEX Club: CCT Fun Run 2013
Date: Friday, October 18
         7:00a.m.-8:00a.m.

Site: Kobe PortIsland

Meeting Point:
The lobby, 1F, Kobe Portopia Hotel

You’re invited to participate in the CCT 
Fun Run. 

Enjoy the 5km course through Kobe PortIsland.  Let’s jog while 
enjoying beautiful scenery of Kobe and receive an event T-shirt.  
This fun themed running event is the perfect balance for both new 
and seasoned runners.  
Please gather in the lobby in the first floor at the Kobe Portopia 
Hotel.
No entry fee and registration required.

Toshiyuki Matsumura
The President of AMEX Club
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Program at a glance (Coronary, Peripheral) 
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.  4

Coronary ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  p.14

Peripheral ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  p.66

Co-medical ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  p.76

Hands-on and Training Center ・・・・・・  p.89

Exhibition ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  p.98
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Co-medical

2013年のCCTコメディカルは“基礎の再確

認と新しい技術の啓蒙”と題して“温故知新”を

皆様に体験していただきたいと考えます。

　やはり基礎学問はすべてにおいてとっても

大切な分野で欠かすことはできません。基礎学

問をベースとして世の中がどのように変わって

きたか、歴史的背景を含め30年強の時間軸を

体験できるようなセッションを行いたいと考えま

す。すべての流れの中で理由を把握し話してい

ただき、皆様の疑問が少しでも払拭されるような

会にしたいと考えます。また新しい技術も開発さ

れてきており、その内容についてのセッションも

考えております。

　例年通りコメディカルライブ、ハンズオンセミ

ナーも行なう予定です。多職種の集まれるフレン

ドリーな会を目指しますので、皆様奮ってご参加

いただけますようよろしくお願い致します。

Course Objectives

Course Directors

稲田  毅
岐阜ハートセンター

佐野  始也
高瀬クリニック

宍戸  尚美
草津ハートセンター

島袋  朋子
湘南鎌倉総合病院

添田  信之
星総合病院

辻井  正人
三重ハートセンター

永井  美枝子
済生会横浜市東部病院

鯰井  秀之
大手前病院

納口  英次
心臓血管研究所付属病院

平田  和也
北海道社会保険病院

山口  敏和
名古屋ハートセンター

International Faculty

Bong Su Kim
Catholic University of Korea,Incheon St.Mary’s 
Hospital Cardio Vascular Center, Korea

Soo Hwan Park
Chonnam National University Hospital, Korea

Japanese Faculty

蓬原  永盛
大手前病院

赤松  俊二
滋賀県立成人病センター

浅井  優子
名古屋ハートセンター

浅岡  伸光
八尾市立病院

穴井  達弥
市立枚方市民病院

池田  秀
東海大学医学部付属病院

磯谷  朋樹
小田原循環器病院

石川  芳枝
星総合病院

伊藤  明子
豊橋ハートセンター

宇井  雄一
岡崎市民病院

上田  祐二
今里ハートクリニック

梅田  知子
名古屋ハートセンター

大久保  宗則
岐阜ハートセンター

大沢  千春
横浜新都市脳神経外科病院

太田  悦雄
永井病院

大竹  陸希光
国立循環器病研究センター

大築  理和
岐阜ハートセンター

岡田  忠久
京都桂病院

鍵谷  文彦
東京医科大学八王子医療センター

川瀬  佳希
大阪府立急性期・総合医療センター

川村  克年
桜橋渡辺病院

河原田  修身
国立循環器病研究センター

菊地  康昭
星総合病院

木下  博子
岸和田徳州会病院

木下  昌樹
岡崎市民病院

國井  由花
会津中央病院

小坂  浩之
東住吉森本病院

小林  俊博
岐阜ハートセンター

小林  由実
新川橋病院

小味  昌憲
熊本大学医学部附属病院

小森田  翔
心臓病センター榊原病院

近藤  武
高瀬クリニック

齊藤  清美
湘南鎌倉総合病院

佐々木  康二
札幌心臓血管クリニック

佐藤  英幸
江戸川病院

椎原  大介
東京警察病院

塩田  裕啓
洛和会丸太町病院

篠原  裕
湘南鎌倉総合病院

渋谷  徹
昭和大学病院

清水  速人
倉敷中央病院

高橋  美重子
高瀬クリニック

滝村  英幸
済生会横浜市東部病院

武田  和也
日本心臓血圧研究振興会附属榊原記念病院

武山  洋子
一宮市立市民病院

(Alphabetical order)

o-medicalC 会期

会場 神戸国際展示場  
2013年10月17日（木）・18日（金）・19日（土）

谷岡  怜
神戸大学医学部附属病院

玉澤  充
北光記念病院

寺澤  史明
製鉄記念室蘭病院

堂領  和彦
順天堂大学医学部附属練馬病院

徳永  洋二
桜橋渡辺病院

富田  紀雄
仙台厚生病院

中川  透
金沢医科大学病院

永澤  直樹
三重大学医学部附属病院

中西  基修
草津ハートセンター

中村  可奈
三重ハートセンター

中村  康雄
麻生総合病院

中山  一夫
新東京病院

二井  雅江
横浜栄共済病院

西尾  一希
大手前病院

西岡  宏
国立循環器病研究センター

野崎  暢仁
高の原中央病院

橋本  潤一
太田綜合病院附属太田西ノ内病院

長谷川  由美子
岐阜ハートセンター

藤沢  康雄　
大阪警察病院

藤田  光広
公立阿伎留医療センター

藤野  絹代
聖マリアンナ医科大学病院

本多  貴士
大阪警察病院

（50音順）

松本  一真
兵庫医科大学病院

三木  俊
東北大学病院

水野  奈津己
新東京病院

水戸  武史
箕面市立病院

峯澤  忍
豊橋ハートセンター

宮本  亜紀
桜橋渡辺病院

宮本  秋生
札幌心臓血管クリニック

向井  亮太郎
耳原総合病院

八鍬  恒芳
東邦大学医療センター大森病院

保田  彰
仙台厚生病院

保山  悦子
杏林大学付属病院

柳川  康洋
大阪大学医学部附属病院

山木  英樹
三重ハートセンター

山口  隆義
北海道社会保険病院

山田  浩司
近畿大学付属病院

與座  宏之
藤沢市民病院

横山  博典
国立循環器病研究センター

善積  透
川崎病院

李  民純
星総合病院
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o-medicalC 会期

会場 神戸国際展示場  
2013年10月17日（木）・18日（金）・19日（土）

谷岡  怜
神戸大学医学部附属病院

玉澤  充
北光記念病院

寺澤  史明
製鉄記念室蘭病院

堂領  和彦
順天堂大学医学部附属練馬病院

徳永  洋二
桜橋渡辺病院

富田  紀雄
仙台厚生病院

中川  透
金沢医科大学病院

永澤  直樹
三重大学医学部附属病院

中西  基修
草津ハートセンター

中村  可奈
三重ハートセンター

中村  康雄
麻生総合病院

中山  一夫
新東京病院

二井  雅江
横浜栄共済病院

西尾  一希
大手前病院

西岡  宏
国立循環器病研究センター

野崎  暢仁
高の原中央病院

橋本  潤一
太田綜合病院附属太田西ノ内病院

長谷川  由美子
岐阜ハートセンター

藤沢  康雄　
大阪警察病院

藤田  光広
公立阿伎留医療センター

藤野  絹代
聖マリアンナ医科大学病院

本多  貴士
大阪警察病院

（50音順）

松本  一真
兵庫医科大学病院

三木  俊
東北大学病院

水野  奈津己
新東京病院

水戸  武史
箕面市立病院

峯澤  忍
豊橋ハートセンター

宮本  亜紀
桜橋渡辺病院

宮本  秋生
札幌心臓血管クリニック

向井  亮太郎
耳原総合病院

八鍬  恒芳
東邦大学医療センター大森病院

保田  彰
仙台厚生病院

保山  悦子
杏林大学付属病院

柳川  康洋
大阪大学医学部附属病院

山木  英樹
三重ハートセンター

山口  隆義
北海道社会保険病院

山田  浩司
近畿大学付属病院

與座  宏之
藤沢市民病院

横山  博典
国立循環器病研究センター

善積  透
川崎病院

李  民純
星総合病院
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Room 5
 8:30-9:30 虚血による心電図（ST変化）のみかたの基礎

ACSが強く疑われる場合には緊急カテーテル検査、治療
の目的でアンギオ室に移動となります。しかし、その前
に、一番最初に実施する検査は心電図でしょう。心電図で
明らかな変化があれば直ちに移動となることもあります。
そこで、明らかな心電図変化の判読のしかたを、基礎の基
礎から説明し、理解していただく事を目的としました。こ
こで理解しておくと、緊急でなくともカテーテル検査、治
療中に何が起こりうるか予測でき、合併症の予防、早期対
応が出来ることになります。また、座長は検査技師以外の
経験豊富な職種の方にしていただき、心電図に関する疑問
をぶつけていただき解決していただく予定です。

	 	 座長
	 	 中村　康雄

	 	 演者
	 	 辻井　正人

 9:30-10:30 虚血による不整脈のみかたの基礎
虚血による心電図変化はST上昇だけではありません、T波
の変化（T波増高先鋭化、平低、陰性化）、U波の変化（陽性
化、陰性化）、QRS波の変化（R波増高、減高、QRS幅変化）
などがあります。それら、虚血による心電図変化のみかたを、
他疾患との鑑別法も踏まえレクチャーしていただきます。

	 	 座長
	 	 中山　一夫

	 	 演者
	 	 清水　速人

 10:30-11:30 カテーテル検査・治療中に起こりうる心電図
	 	(STT) 変化を知ろう！

カテーテル検査・治療の、アンギオ室入室から退室までの
流れと共に、起こりうるSTT変化、例えば右冠動脈#3の
75%に対しSTENT留置したが、slow flowになってしま
った。心電図ではⅡ、Ⅲ、aVf誘導でST上昇、鏡像
（mirror image）で、I、aVL、V1～3でST低下、その
後、QRS幅が広くなり・・・など基本的なパターンを経験
豊富な臨床検査技師にレクチャーしていただきます。

	 	 座長
	 	 富田　紀雄

	 	 演者
	 	 木下　昌樹

 11:30-12:20 カテーテル検査・治療中に起こりうる
	 	不整脈を知ろう！

カテーテル検査・治療の、アンギオ室入室から退室まで
の流れと共に、起こりうる不整脈、例えば、右冠動脈の
STEMI患者が、１度房室ブロックからウェンケバッハ
型２度房室ブロックさらに完全房室ブロックになってし
まった。など、虚血部位による不整脈の違いと、時間経
過とともにどの様な不整脈に発展していくかなどを経験
豊富な臨床検査技師にレクチャーしていただきます。

	 	 座長
	 	 塩田　裕啓

	 	 演者
	 	 赤松　俊二

Luncheon Seminar
 12:30-13:30 Treatment	strategy	of	the	

Atrial	Fibrillation

	 	 座長
	 	 辻井　正人
	 	 新田　功児（一宮市立市民病院）

	 	 演者
	 	 金子　鎮二（豊田厚生病院）

共催：バイオトロニックジャパン株式会社

 13:30-18:00 「EVT」「PAD」
近年、冠動脈に対するインターベンションのみならず、
全身の血管に対するインターベンション、さらには弁膜
症に対するインターベンションへと発展してきてい
る。Peripheral Artery Disease(PAD)においては、術
前における非侵襲的検査の役割が大きく、インターベン
ション治療の際にもエコーガイド下治療などのコメディ
カルの携わる役割が大きい。特にCrit ical  L imb 
Ischemiaに対するフットケアにおいては、検査技師や
放射線技師も含んだチーム医療による集学的治療が必要
である。よって今回このセッションでは、PADに携わ
るコメディカルに必要な知識から実際の臨床現場におけ
るコツなどについてエキスパートから学べる機会を企画
しました。

 13:30-14:30 EVTに必要なPADの知識
	 	～疫学から予後まで～

	 	 座長
	 	 清水　速人

  末梢動脈疾患と血管内治療の知っておきたい10のこと
	 	 河原田　修身

 14:30-16:00 PAD診断に必要な知識❶

	 	 座長
	 	 鍵谷　文彦

  下肢の解剖と生理を学ぼう
	 	 寺澤　史明

  PAD診断の手順とモダリテイー
	 	 三木　　俊

  ABI   ABI正常＝PAD否定？
	 	 浅岡　伸光

 16:00-17:00 PAD診断に必要な知識❷

	 	 座長
	 	 椎原　大介

  重症虚血肢(CLI)の臨床と超音波
	 	 永井　美枝子

  超音波によるPAD診断
	 	 八鍬　恒芳

 17:10-18:00 EVT治療の実際と超音波の活用法

	 	 座長
	 	 三木　　俊

	 	 演者
	 	 滝村　英幸
 

Thursday, October 17

79



Complex 
Cardiovascular 
Therapeutics 
2O13

Co-medical

Room 7
 8:30-12:20 デバイスを理解しよう

通常使用されているPCIの道具にはすべて使われる理由
が存在する。それらの存在価値をきちんと理解すること
により、すべてのPCI環境においてコメディカルが作る
よりよい環境設定につながる。道具は術者だけが知って
いるのではなく、すべてのスタッフが知ることによりよ
い安全性が担保される。このセッションでは基本的な作
りから使用方法、注意点まで詳しく解説していただこう
と考えている。初心者から上級者まで幅広く学んでいた
だけるようなセッションにしたい。皆様のご参加に期待
する。
項目： ガイドカテーテル、ガイドワイヤー、
　　　マイクロカテーテル、Balloon、STENT、
　　　Rota、etc

 8:30-9:45 デバイスを理解しよう❶

	 	 座長
	 	 添田　信之

  ガイドカテーテル
	 	 國井　由花

  ガイドワイヤー
	 	 塩田　裕啓

  マイクロカテーテル
	 	 菊地　康昭

 9:50-11:05 デバイスを理解しよう❷

	 	 座長
	 	 野崎　暢仁

  バルーン
	 	 太田　悦雄

  ロータブレーター
	 	 宮本　秋生

  冠動脈ステント
	 	 宇井　雄一

 11:10-12:20 デバイスを理解しよう❸

	 	 座長
	 	 菊地　康昭

  末梢血管ステント
	 	 橋本　潤一

  ステントグラフト
	 	 小林　俊博

  穿刺部位と止血デバイス
	 	 玉澤　　充

 13:35-15:35 予期せぬ事態に備えて		～合併症と対策～
PCIを行うにあたって合併症はできることなら経験した
くないことである。しかし少ない確率ではあるが必ず起
こりうることである。そんな中で様々な施設で起こった
事例をみんなで共有することにより、各々の施設でより
よい対応ができるようになればと考えこのようなセッシ
ョンを企画させていただいた。先ず基本的な合併症の種
類、起こりうる環境、それに対する対応等の基調講演を
行い、そのあと個々の症例について解説、討論したいと
考える。職種を超えたすべてのコメディカルに学んでい
ただきたいと考え、皆様のご参加に期待する。

	 	 座長
	 	 中村　可奈
	 	 平田　和也

  基調講演
	 	 稲田　　毅

  症例呈示
	 	 太田　悦雄
	 	 玉澤　　充
	 	 橋本　潤一

 15:35-18:00 ビデオライブ		となりの施設のCAG	
“うちの施設ではこうやっているけど、他施設ではどう
やっているんだろう？？？”という疑問を持ったことは
ありませんか？
このセッションでは国内の有名な施設におけるCAGが
どのように行われているのか、また各施設の取り組みな
どをビデオライブ形式で紹介いたします。

	 	 座長
	 	 島袋　朋子
	 	 添田　信之

  湘南鎌倉総合病院
	 	 島袋　朋子

  日本心臓血圧研究振興会附属榊原記念病院
	 	 武田　和也

  心臓血管研究所付属病院
	 	 納口　英次

  札幌心臓血管クリニック
	 	 宮本　秋生

  心臓病センター榊原病院
	 	 小森田　翔

共催：朝日インテックJセールス株式会社
ゼオンメディカル株式会社　　　　

Thursday, October 17
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7 Friday, October 18
Room 5

 9:00-12:10 補助循環の基礎から実際まで
補助循環に関するレベルアップを目的としたセッション
です。
循環不全に対して使用するIABP、PCPS、VADに関し
て、基礎から実際の使用時における管理や観察ポイン
ト、注意点などを経験豊富なコメディカルに話していた
だきます。

 9:00-10:00 補助循環の基礎から実際まで❶	「IABP」

	 	 座長
	 	 國井　由花

  IABPの基礎
	 	 岡田　忠久

  IABPの実際
	 	 木下　昌樹

 10:05-11:05 補助循環の基礎から実際まで❷	「PCPS」

	 	 座長
	 	 宇井　雄一

  PCPSの基礎
	 	 野崎　暢仁

  PCPSの実際
	 	 赤松　俊二

 11:10-12:10 補助循環の基礎から実際まで❸	「VAD」

	 	 座長
	 	 菊地　康昭

  VADの基礎と実際
	 	 西岡　　宏

 13:35-16:45	 IVUS/OCT/FFRをもっと理解しよう
IVUS、OCT、FFRに関するレベルアップを目的とした
セッションです。
IVUSとOCTに関しては基礎的な内容とIVUSガイド
PCI、OCTガイドPCIにおける計測のコツや観察ポイン
ト、工夫点などを、FFRに関しては基礎的な内容と施行
時のポイント、工夫点や注意点などを経験豊富なコメデ
ィカルに話していただきます。

 13:35-14:35	 IVUS/OCT/FFRをもっと理解しよう❶
	 	「IVUS」

	 	 座長
	 	 玉澤　　充

  IVUSの基礎
	 	 中川　　透

  IVUSガイドPCIの実際
	 	 菊地　康昭

 14:40-15:40	 IVUS/OCT/FFRをもっと理解しよう❷
	 	「OCT」

	 	 座長
	 	 橋本　潤一

  OCTの基礎　
	 	 平田　和也

  OCTガイドPCIの実際
	 	 谷岡　　怜

 15:45-16:45	 IVUS/OCT/FFRをもっと理解しよう❸
	 	「FFR」

	 	 座長
	 	 塩田　裕啓

  FFRの基礎
	 	 玉澤　　充

  FFRの実際
	 	 長谷川　由美子

 16:50-17:50 次世代デバイスを理解しよう
カテーテルインターベンションのデバイスは日々、進歩
して新しいものがリリースされています。このセッショ
ンでは近い将来使用可能であると考えられる次世代のデ
バイスに関するセッションです。

	 	 座長
	 	 中西　基修

  TAVI
	 	 清水　速人

  iFR
	 	 長谷川　由美子

  BVS
	 	 平田　和也

Friday, October 18
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Room 7
 9:00-10:45 カテ室看護における自施設の取り組み・工夫

カテ室での看護師は看護ケアだけでなく、医療安全、感
染対策に関することでも重要な役割をもっています。ま
た、カテ室という医療チームの中では常に患者さんの身
近にいる立場にあります。このセッションはカテ室にお
いて取り組んでいることを自由に発表していただきたい
と思います。他施設の工夫がきっと参考になると思いま
す。昨年、応募が多かったセッションです。

	 	 座長
	 	 木下　博子
	 	 高橋　美重子

  安全な職場作りを目指して－看護師の放射線被曝低減－
	 	 水野　奈津己

  情報共有化・医療事故防止へと繋がるタイムアウトを実施して
	 	 藤野　絹代

  放射線皮膚障害に対する取り組みと今後の課題を中心に
	 	 梅田　知子

  ICU看護師における血管室勤務への取り組み
	 	 與座　宏之

  血管カテーテル時に使用する離被架の改善について
	 	 磯谷　朋樹

 10:45-12:20 カテ室看護を学ぼう		基礎知識
エキスパートナースにカテ前、カテ中、カテ後の看護ケ
アについてレクチャーしていただく、新人さん向けのセ
ッションです。今さら聞けない話もでてくるかもしれま
せん。また循環器領域では薬の知識はとても大事なこと
です。特にカテーテルの検査・治療に絡む薬について薬
剤師から講演していただこうと思います。

	 	 座長
	 	 宍戸　尚美
	 	 富田　紀雄

  カテ前
	 	 宮本　亜紀

  カテ中
	 	 木下　博子

  カテ後
	 	 小林　由実

  薬剤師
	 	 篠原　　裕

Luncheon Seminar
 12:30-13:30 PCI の歴史を作った偉人達

	 	 座長
	 	 平田　和也

	 	 演者
	 	 添田　信之

共催：アボット	バスキュラー	ジャパン株式会社

 13:30-15:00 エキスパートから学ぼう		看護ケア
事例を通してワークショップ。こんな時どうしてる？毎
日スムーズに検査や治療が行われるわけではない。スタ
ッフ同士の思い違いや急な患者のトラブルについて、事
例を通してワークショップ形式でコメンテーターの先生
方と共に正解をみつけていきたいと思います。

	 	 座長
	 	 島袋　朋子
	 	 中村　康雄

	 	 コメンテーター
	 	 伊藤　明子
	 	 大沢　千春
	 	 大竹　陸希光
	 	 保山　悦子

 15:00-16:30 スタッフ教育
循環器のエキスパートを目指すべく看護師の育成につい
て各施設においてはひとり一人に応じたスキルアップを
考え日々スタッフ教育に取り組まれていると思います。
このセッションではそれぞれに施設での現状と教育に関
するシステムを発表していただき活発な意見交換ができ
ればと思います。

	 	 座長
	 	 浅井　優子
	 	 山木　英樹

  小集団におけるシミュレーションを取り入れた急変時
  対応教育
	 	 武山　洋子

  カテ室看護師育成方法について
  ～アンケート結果からラダー評価を導入して～
	 	 齊藤　清美

  目標管理と教育プログラムの融合の実践
	 	 保山　悦子

  On the job learning 活動の実際
	 	 二井　雅江

 16:30-18:00 心臓リハビリ
「運動療法」「食事療法」「患者教育」が心臓リハビリ
の柱になっています。他部署との連携が重要なこのセッ
ションでは、チーム医療における心臓リハビリの取り組
みや看護師の役割について発表していただき、効果的な
リハビリを考える良い機会になると思います。

	 	 座長
	 	 石川　芳枝
	 	 島袋　朋子

  心臓リハビリテーション室を創ろう!!
	 	 中村　可奈

  高齢者に与える心臓リハビリテーション－メンタル面か
らみた有効性－

	 	 峯澤　　忍

  心臓リハビリテーションにおける看護師の役割
	 	 李　　民純

  末期心不全緩和医療　‐グリーフケアの重要性
	 	 保田　　彰

Friday, October 18
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 Saturday, October 19
Room 5

 8:45-10:45 Angio セッション
	 	－透視線量と画質評価について

アンギオセッションでは、フラットパネルの透視線量と
画質をテーマに各メーカー5社にそれぞれ異なる被ばく
低減技術や、画質について講演していただきます。ま
た、各ユーザー5名に同じテーマでユーザーの立場から
講演していただこうと思います。

	 	 座長
	 	 鯰井　秀之
	 	 横山　博典

  株式会社島津製作所
	 	 三浦　嘉章（株式会社島津製作所）
	 	 向井　亮太郎

  東芝メディカルシステムズ株式会社
	 	 保坂　健一（東芝メディカルシステムズ株式会社）
	 	 山口　隆義

  GEヘルスケア・ジャパン株式会社
	 	 谷口　研二（GEヘルスケア・ジャパン株式会社）
	 	 本多　貴士

  シーメンス・ジャパン株式会社
	 	 矢野　義照（シーメンス・ジャパン株式会社）
	 	 柳川　康洋

  株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン
	 	 中井　正敏（株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン）
	 	 川瀬　佳希

 10:50-11:50 基礎セッション❶
基礎セッション1では、Cardiac CT撮影において必要な
解剖、撮影条件、造影剤量など基礎的なことについて講
演していただきます。Cardiac MRにおいてはCTほど普
及していませんが、今後撮影を行う施設にとって必要な
シーケンス、プロトコールについて講演していただきま
す。

	 	 座長
	 	 渋谷　　徹
	 	 水戸　武史

  Cardiac CTの基礎について
	 	 小坂　浩之

  Cardiac MRの基礎について
	 	 小味　昌憲

Luncheon Seminar
 12:00-13:00 IVUS虎の巻		号外号
	 	～新しい Imagingデバイスがやってきた～

	 	 座長
	 	 添田　信之

	 	 コメンテーター
	 	 赤松　俊二
	 	 清水　速人

	 	 演者
	 	 園田　信成
	 	 平田　和也
	 	 山口　敏和

共催：ボストン・サイエンティフィック	ジャパン株式会社

 13:00-14:00 基礎セッション❷
基礎セッション2では、放射線技師にとって必要なIVUS
の基礎、読み方について詳しく講演していただきます。
後半はFFRの原理、構造、臨床応用などを講演していた
だきます。

	 	 座長
	 	 堂領　和彦
	 	 松本　一真

  IVUSの基礎について
	 	 川村　克年

  FFRの基礎について
	 	 蓬原　永盛

 14:00-16:00 ここが、一押し！最新CT
CT検査は、64列MDCTの普及によって虚血性心疾患を
始めとする心臓検査の一般的な診断ツールとして定着し
ました。近年ではさらに進化を遂げた機種やアプリケー
ションが今までの64列MDCTの限界を克服すべく実臨床
で活躍しはじめています。今回は、“ここが、一押し！
最新CT”と題して最新機種による心臓CT検査の現状に
ついてご紹介いただき、限界の克服について議論したい
と思います。

	 	 座長
	 	 池田　　秀
	 	 佐野　始也

  基調講演
	 	 近藤　　武

  GE Discovery CT750 HD
	 	 佐藤　英幸

  Philips Briliance iCT
	 	 佐々木　康二

  TOSHIBA Aquilion ONE
	 	 山口　隆義

  SIEMENS SOMATOM Definition Flash
	 	 永澤　直樹

Saturday, October 19
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Room 7
 8:30-11:40 基礎の再確認

カテーテルインターベンションの道具や技術は日々進歩
しています。新しい知識を習得するには基礎が重要で
す。基本に帰って基礎知識を再確認していただければと
考えます。

 8:30-9:30 基礎の再確認❶

	 	 座長
	 	 中川　　透

  心臓の解剖と冠動脈
	 	 中西　基修

  虚血の心電図の読み方
	 	 辻井　正人

 9:35-10:35 基礎の再確認❷

	 	 座長
	 	 太田　悦雄

  心内圧と血行動態の基礎
	 	 山口　敏和

  血管治療対象となる動脈の解剖
	 	 中山　一夫

 10:40-11:40 基礎の再確認❸

	 	 座長
	 	 木下　昌樹

  造影剤と腎障害
	 	 塩田　裕啓

  放射線被ばくの基礎
	 	 鯰井　秀之

Saturday, October 19

Themed Theater
 13:00-16:00 コメディカルライブ	

多くの施設で、カテ室は医師(メディカル)、看護師、臨
床工学士、診療放射線技師、臨床検査技師など(コメデ
ィカル)で構成されています。
実際に手技を行うのは医師であるが、どんなに熟練され
た医師であっても、チーム医療の中ではフラット型の組
織の一員という側面があり、コメディカルスタッフのふ
るまい方次第で“負の連鎖”に陥ることがあります。
患者様に安心・安全・的確かつスピーディな検査・治療
を提供するという目的を持ったカテ室でのチーム医療の
中では、コメディカルスタッフは自分自身の役割を理解
し、十分に力を発揮することが求められます。
しかし、学会などに参加し知識を付けても、どのように
その力を発揮すればいいのか迷われているかたもみえる
と思います。
今回は、同じ目的を持ったチーム医療の中で、いかにコ
メディカルスタッフが役割を理解し、力を発揮できるの
か、カテ室にコメディカルスタッフが存在する意義を感
じられるライブを目指します。
是非、多数のコメディカルスタッフの参加を期待しま
す。

	 	 豊橋ハートセンター
	 	 オペレーター
	 	 大久保　宗則

 13:00-14:30 コメディカルライブ❶

	 	 座長
	 	 添田　信之
	 	 中村　可奈

	 	 コメンテーター
	 	 國井　由花
	 	 清水　速人
	 	 武田　和也
	 	 中村　康雄
	 	 Soo	Hwan	Park

  ミニレクチャー

Method of prevention of contrast medium-induced 
nephropathy in the hospital

	 	 Soo	Hwan	Park

 14:30-16:00 コメディカルライブ❷

	 	 座長
	 	 島袋　朋子
	 	 山口　敏和

	 	 コメンテーター
	 	 宍戸　尚美
	 	 辻井　正人
	 	 鯰井　秀之
	 	 平田　和也
	 	 Bong	Su	Kim

  ミニレクチャー

Radiation exposure dose of operators according to the 
change of shield＇s angles during percutaneous cardiac 
Intervention

	 	 Bong	Su	Kim
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 Thursday, October 17
Poster Session
 
Exhibition Booth E

 9:00-10:30 臨床検査技師・臨床工学技士

	 	 座長
 谷岡　　怜

C-01 経皮的脱血カニューレQuickDrawの性能評価
	 藤川　義之
	 明石医療センター

C-02 PCPS中の下肢阻血に対する炭酸ガス含有ジェル剤塗布の
Digital 	 有用性に関する検討
	 清水　芳行
	 名古屋市立東部医療センター

C-03 緊急カテにおける当院の取り組み
	 玉井　龍輝
	 東邦大学医療センター大森病院

C-04 末梢血管インターベンションにおける血流モニタリングの
有用性について

	 中田　　文
	 社会医療法人　大道会　森之宮病院

C-05 デュアルインピーダンス法による内臓脂肪量の検討
	 田中　宏枝
	 地方独立行政法人　佐賀県医療センター好生館

C-06 下肢末梢血管に対する治療効果の検証
	 持田　慶彦
	 千葉西総合病院

C-07 間欠性跛行症例に対する運動負荷ABI検査の有用性につい
ての検討

	 中田　　文
	 社会医療法人　大道会　森之宮病院

C-08 CLIへのPPI施行時におけるレーザ血流計を用いた皮膚微
Digital 	 小循環モニタリングの検討
	 塩田　裕啓
	 洛和会丸太町病院

C-09 当院におけるカテーテル検査室での臨床工学技士の関わり
	 瀬尾　雄大
	 島根大学医学部附属病院

C-10 サーモグラフィーと体表面エコーが救肢の鍵となった上肢
重症虚血症例

	 曽我部　愛
	 済生会西条病院

C-11 造影時に手元にかかる造影剤別圧力の検討
	 竹内　正人
	 島原病院

C-12 Long guiding sheathを使用した末梢動脈疾患に対する
EVTの検討

	 國分　利規
	 太田西ノ内病院

C-13 心臓カテ台における物品落下防止の工夫
	 柿本　将秀
	 医療法人　三重ハートセンター

Exhibition Booth F

 9:00-10:30 

	 	 座長
 平田　和也　

C-14 VISIATLASを用いた冠動脈プラークの経時的変化と脂質
に関する検討

	 塩見　　基
	 ＫＫＲ高松病院

C-15 連続病変の治療適応決定に心筋血流予備比（FFR）が有効
であった一例

	 村上　一夫
	 社会医療法人社団　カレスサッポロ　時計台記念病院

C-16 冠動脈・末梢血管インターベンション後の止血デバイス
（エクソシール）の安全性と有用性

	 原光　佑一
	 岸和田徳洲会病院

C-17 MCLSに対しSTENT留置し、ISRにて再治療を施行した
臨床経験～FFR及びCFRによる検証～

	 林　　貞治
	 千葉西総合病院

C-18 条件付きMRI対応ペースメーカーにおけるMRI撮影体制の
構築

	 添田　　信
	 亀田総合病院

C-19 当院におけるエコーを用いた穿刺部合併症への対応
	 植田　晃功
	 松山ハートセンター　よつば循環器科クリニック

C-20 当院における「Dynamic Stent View」有効症例と安全
性について

	 藤原　充志
	 所沢ハートセンター

C-21 厚みの異なる2種類の石灰化病変モデルに対する、各種ス
Digital 	 コアリングバルーンの拡張効果
	 馬場　速夫
	 ＩＭＳグループ　医療法人社団明芳会　横浜新都市脳神経外科病院

C-22 ACS症例におけるdistal protection device使用の検討
Digital 	 小森田　翔
	 心臓病センター榊原病院

C-23 STENT deformationが疑われた一例 - 実験の検討も含め
て -

Digital 	 中川　　透
	 金沢医科大学病院

C-24 ステント内再狭窄におけるOCTでの検討
	 中曽根　由季
	 東京警察病院

C-25 急性心筋梗塞に対してエキシマレーザー冠動脈形成術が有
用であった1症例

	 笹盛　幹文
	 札幌心臓血管クリニック

C-26 エキシマレーザー施行例に対しOCTを用いたプラーク性
状の評価

	 川村　幸士
	 康生会武田病院
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Promotion Bureau

 10:45-12:20 臨床検査技師・臨床工学技士

	 	 座長
 國井　由花
 長谷川　由美子

	 	 コメンテーター
 納口　英次

	 	 審査員
 平田　和也

	 	 審査員長
 藤井　謙司

C-02 PCPS中の下肢阻血に対する炭酸ガス含有ジェル剤塗布の
Digital 	 有用性に関する検討
	 清水　芳行
	 名古屋市立東部医療センター

C-08 CLIへのPPI施行時におけるレーザ血流計を用いた皮膚微
Digital 	 小循環モニタリングの検討
	 塩田　裕啓
	 洛和会丸太町病院

C-21 厚みの異なる2種類の石灰化病変モデルに対する、各種ス
Digital 	 コアリングバルーンの拡張効果
	 馬場　速夫
	 ＩＭＳグループ　医療法人社団明芳会　横浜新都市脳神経外科病院

C-22 ACS症例におけるdistal protection device使用の検討
Digital 	 小森田　翔
	 心臓病センター榊原病院

C-23 STENT deformationが疑われた一例 - 実験の検討も含め
て -

Digital 	 中川　　透
	 金沢医科大学病院

 12:20-12:30 表彰式

 Friday, October 18
Poster Session
 
Exhibition Booth D

 9:00-10:30 放射線技師

	 	 座長
 西尾　一希

C-27 診療放射線技師が取り組むICRP勧告に準じた被曝管理の
Digital 	 新たな試み
	 加藤　京一
	 昭和大学

C-28 治療成績から導く下肢PPI患者被曝ハイリスク症例の傾向
分析

	 中山　一夫
	 新東京病院

C-29 心房細動(Af)アブレーション時の被ばく線量の把握 パラメ
ータ変更前後での比較

	 村山　和宏
	 JA愛知厚生連　豊田厚生病院　

C-30 患者皮膚線量低減パラメータの変化に伴うカテーテル室内
空間線量の検討

	 水崎　　繁
	 三重ハートセンター

C-31 Innova visionによるablationの視覚的補助
	 舘林　正樹
	 上尾中央総合病院

C-32 血管撮影室における多職種向け被曝低減カンファレンスの
実施報告

	 宮澤　清久
	 新東京病院

C-33 心拍によるmotion artifactがステント留置のIVUS 
markingに及ぼす影響

	 齋藤　　誠
	 IMSグループ　横浜新都市脳神経外科病院

C-34 散乱線防護IVRテーブル（SPRIT）の開発およびその散乱
線防護効果

	 北野　一良
	 兵庫県立姫路循環器病センター

Exhibition Booth E

 9:00-10:30 

	 	 座長
 徳永　洋二

C-35 左総腸骨動脈仮性動脈瘤の診断において造影CTが有用と
なった症例の報告

	 柴　　俊幸
	 所沢ハートセンター

C-36 LMTにstent留置後、CT検査よりstent deformationが
確認できた一例

	 竹本　直哉
	 公仁会　大和成和病院
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C-37 心臓CTの撮影条件　Eff.mAsの検討
	 平田　真浩
	 聖マリアンナ医科大学病院

C-38 冠動脈CT時の酸素投与による心拍数変化と吸気・呼気使
い分けによる息止め成功の考察

	 小野　奈緒美
	 札幌心臓血管クリニック

C-39 ステントの種類による伸長度の差の関する冠動脈CTを用
いた検討

	 吉田　弘樹
	 鉄蕉会　亀田総合病院

C-40 冠動脈CT検査における診療放射線技師の一次読影と治療
計画の影響

	 上野　浩輝
	 埼玉石心会病院

C-41 低管電流撮影・フル再構成による前向き心電図同期320
列面検出器CT冠動脈血管造影

	 佐野　始也
	 高瀬クリニック

C-42 MDCTが有用であった部分肺静脈還流異常症の1例
	 永森　嵩士
	 大阪警察病院

C-43 冠動脈CTA検査における5年間での心事故発生率の検証
Digital 	 小北　修平
	 大阪警察病院

C-44 PTAVにおける大動脈弁の4DCT評価
Digital 	 長谷川　亮太
	 千葉県循環器病センター

Exhibition Booth F

 9:00-10:30 

	 	 座長
 上田　祐二

C-45 短時間心臓MRIの有用性～大動脈弁閉鎖不全症（AR）を
中心に～

	 西尾　康孝
	 おもと会　大浜第一病院

C-46 StentBoostを用いた冠動脈ステント拡張径計測と3回拡
張法の有用性の検討

	 北　　裕一
	 北海道循環器病院

C-47 ＜くまもと遠隔医療ネットワーク＞を用いて治療方針を決
定した労作性狭心症の一例

	 岩本　貴史
	 阿蘇市国民健康保険　阿蘇中央病院

C-48 CDAにおける撮影プロトコル並びにCO2注入条件の検討
Digital 	 五十嵐　愛
	 国保小見川総合病院

C-49 シングルプレーン血管撮影装置故障時におけるリスクマネ
ージメント

	 五十嵐　愛
	 国保小見川総合病院

C-50 PCI治療戦略におけるRing like Signの重要性について検
討した２症例

	 檜作　　聡
	 札幌整形循環器病院

C-51 CBCTを用いた透析シャント血管描出の試み
Digital 	 佐々木　将平
	 大阪市立大学医学部附属病院

C-52 炭酸ガス造影下血管内治療の術前検査に有用な非造影下肢
MRAおよびCTの検討

	 岡　　尚求
	 時計台記念病院

C-53 炭酸ガスによる血管造影
	 藤井　修平
	 社会医療法人　大道会　森之宮病院

C-54 LMT・分岐部病変に対するQCA解析における計測精度の
検討 - IVUSおよびOCTで対比して -

	 今井　康之
	 医療法人誠馨会　新東京病院

Digital Poster Session
 
Promotion Bureau

 10:45-12:20 放射線技師

	 	 座長
 山田　浩司
 善積　　透

	 	 コメンテーター
 藤沢　康雄

	 	 審査員
 穴井　達弥

	 	 審査員長
 東野　順彦

C-27 診療放射線技師が取り組むICRP勧告に準じた被曝管理の
Digital 	 新たな試み
	 加藤　京一
	 昭和大学

C-43 冠動脈CTA検査における5年間での心事故発生率の検証
Digital 	 小北　修平
	 大阪警察病院

C-44 PTAVにおける大動脈弁の4DCT評価
Digital 	 長谷川　亮太
	 千葉県循環器病センター

C-48 CDAにおける撮影プロトコル並びにCO2注入条件の検討
Digital 	 五十嵐　愛
	 国保小見川総合病院

C-51 CBCTを用いた透析シャント血管描出の試み
Digital 	 佐々木　将平
	 大阪市立大学医学部附属病院

 12:20-12:30 表彰式
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 Saturday, October 19
Poster Session
 
Exhibition Booth E

 9:00-10:00 看護師

	 	 座長
 木下　博子

C-55 緊急カテーテル介助のシミュレーション内容の評価
	 山崎　光世
	 群馬県済生会前橋病院

C-56 door to balloon時間短縮への取り組み受付職員へのレク
チャーの試み

	 上村　佳代
	 医療法人　三重ハートセンター

C-57 クリニカルパスの改訂でみた業務改善とスタッフの意識向上
	 西原　　隼
	 済生会西条病院

C-58 タブレット型端末を用いたPCIオリエンテーションの実施
Digital 	 と検証
	 阿久澤　ゆかり
	 群馬県済生会前橋病院

C-59 患者の要望を組み入れた写真付きパンフレットを用いての
PCI/CAG術前訪問の有用性

	 伊藤　光子
	 ＩＭＳグループ　医療法人明芳会　横浜新都市脳神経外科病院

C-60 自宅療養中に足創傷が感染増悪したCLI患者に対するセル
フケア支援を考える

	 金城　美恵
	 社会医療法人　大道会　森之宮病院

C-61 血管検査室のインシデント分析 - Pm-SHELLモデルを使
Digital 	 用した再分析でわかったこと -
	 吉中　麻美子
	 NTT東日本関東病院

C-62 医材料コスト漏れ防止対策を実施し見えてきた意識の変化
Digital 	 藤野　絹代
	 聖マリアンナ医科大学病院

Exhibition Booth F

 9:00-10:00 

	 	 座長
 大築　理和

C-63 Door to balloonタイムスタディ: 長崎県離島A病院の急
Digital 	 性心筋梗塞症例の比較検討
	 主藤　初子
	 長崎県対馬いづはら病院

C-64 夜間緊急カテーテル室入室までの迅速な対応について
	 桑山　誉昌
	 高瀬クリニック

C-65 心臓カテーテル室における記録の見直しを試みて
	 福島　洋美
	 公益財団法人　心臓血管研究所付属病院

C-66 ICD植え込み術に拒否が見られた患者の心理過程の変化 
Digital 	 ～コーンの危機理論を用いて～
	 服部　香奈
	 群馬大学医学部附属病院

C-67 カテ室看護とは？～看護師の看護に対する意識調査を実施
して～

	 大沢　千春
	 IMSグループ　医療法人社団明芳会　横浜新都市脳神経外科病院

C-68 当院におけるスレンダーPCIの現状
	 佐藤　照美
	 那須赤十字病院

C-69 開心術後患者の訴えについての検討
	 丹治　祐奈
	 星総合病院

Digital Poster Session
 
Promotion Bureau

 10:30-11:50 看護師

	 	 座長
 宍戸　尚美
 島袋　朋子

	 	 コメンテーター
 中村　康雄

	 	 審査員
 齊藤　清美

	 	 審査員長
 治田　精一

C-58 タブレット型端末を用いたPCIオリエンテーションの実施
Digital 	 と検証
	 阿久澤　ゆかり
	 群馬県済生会前橋病院

C-61 血管検査室のインシデント分析 - Pm-SHELLモデルを使
Digital 	 用した再分析でわかったこと -
	 吉中　麻美子
	 NTT東日本関東病院

C-62 医材料コスト漏れ防止対策を実施し見えてきた意識の変化
Digital 	 藤野　絹代
	 聖マリアンナ医科大学病院

C-63 Door to balloonタイムスタディ: 長崎県離島A病院の急
Digital 	 性心筋梗塞症例の比較検討
	 主藤　初子
	 長崎県対馬いづはら病院

C-66 ICD植え込み術に拒否が見られた患者の心理過程の変化 
Digital 	 ～コーンの危機理論を用いて～
	 服部　香奈
	 群馬大学医学部附属病院

 11:50-12:00 表彰式
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Dates: Thursday, October 17 - Saturday, October 19
Venue: Kobe International Exhibition Hall 1, Exhibition Hall
For: Medical, Co-medical

Over the past decade Heart CT has advanced to an effective tool for assessing coronary artery disease. With the ability of evaluating 
(1) coronary plaques characteristics, (2) severity and extent of calcified coronary artery segments and (3) coronary arteries beyond 
chronic total occlusions, Heart CT still holds enormous potential as a PCI supporting tool. While PCI success rates can be further 
improved, integrated CT information helps to stratify procedural risk and reduce complications. For this purpose, however, analyzing 
Heart CT by the PCI operator himself is essential.

The present course aims to introduce the novel, user-friendly “Sliding Slab MIP” method, and to demonstrate how to take full 
advantage of Heart CT imaging in your daily PCI cases. Please join us to learn and experience the potential of cardiac MDCT.

Since there is a limited capacity of 12 attendees per session, it is highly recommended that you register as early as possible.

We kindly invite you to bring your own case data in DICOM format (300-400 axial data set) for analysis during break time.

Fundamental Course
The basic operation and diagnostic methods of “Sliding Slab MIP” will be explained.

Advanced Course
A seminar working with doctors who have already learned the basic operation of “Sliding Slab MIP”. 
Discussions will be made according to your own analysis of the practical cases.

Sponsored by: FUJIFILM Medical Co., Ltd. / GE Healthcare Japan Corporation / Ziosoft, Inc.

     Course Director: Satoru Sumitsuji
Course Co-Director: Seiko Ide (Osaka University)  

 Ryosuke Kametani (Nagoya Tokushukai General Hospital)

 Tadashi Kuroda
 (Osaka Medical center for Cancer and Cardiovascular Diseases)

 Masaaki Okutsu

CT Skill-up Seminar

Pre-registration is required for these sessions. On-site registration may still be possible depending on the seat availability.

※All sessions will be held in Japanese. However, English speaking assistant is available for all sessions.

A

B

C

D

E

F

G

H

I

Thursday, October 17

Friday, October 18

Saturday, October 19

10:00-11:30

14:30-16:00

16:00-17:30

  9:00-10:30

10:45-12:15

14:30-16:00

16:30-18:00

10:00-11:30

13:30-15:00

Fundamental

Advanced

Co-medical

Co-medical

Fundamental

Advanced

Fundamental

Advanced

Fundamental

12

6

12

12

12

6

12

6

12

Time Course CapacitySessionDates

*English Available

89



Complex 
Cardiovascular 
Therapeutics 
2O13

Hands-on and Training Center

 Course Director: 角辻　　暁
 Course Co-Directors: 井手　盛子 (大阪大学）
  奥津　匡暁
  亀谷　良介 (名古屋徳洲会総合病院）
  黒田　　忠 (大阪府立成人病センター）

CT Skill-up Seminar
日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル・コメディカル

心臓CTは冠動脈診断における日常的検査として広く認められるようになりました。病変の検出はもちろんのこと、PCIのストラ
テジーを構築するために有用な多くの画像情報もCTから得ることができます。ただし、そのためにはわれわれ冠動脈インター
ベンショナリストが自ら画像解析をし、PCIに必要な情報を引き出さなくては真に有効利用することはできません。画像解析方
法にも様々なものがありますが、われわれはPCIに最も反映しやすい方法としてSliding Slab MIP法を推奨しています。本
コースではこのSliding Slab MIP 法を用いた冠動脈診断を御紹介します。心臓CTの診断能力を身に付けることで格段に冠
動脈画像解析の世界は広がります。そして今後、この能力は我々にとって大きな武器となるでしょう。是非、この機会に心臓CT
をマスターしてください。
また、本コースでは診療放射線技師を対象としたコースも設定しています。インターベンションの中で術者がどのような情報
が必要とされるのかを理解していただけることを目標としています。
ご自身の施設で撮影されたCTデータを御持参いただければ講習の空き時間に、各社の解析ソフトを使って画像解析をするこ
とができます。われわれがフルサポートいたします。データは再構成をおこなった最適フェーズaxial画像をDICOMデータで
お持ち下さい。ご不明の場合はCTメーカー担当者へご確認いただくことをお勧めいたします。

●Co-Medicalコース
対象：コメディカル
Sliding Slab MIP 法の操作方法および基本的なCT診断ポイントとPCIのポイントを解説します。 

●Fundamentalコース
対象：メディカル、コメディカル
Sliding Slab MIP 法の操作方法および基本的なCT診断ポイントを解説します。

●Advancedコース
対象：メディカル
Sliding Slab MIP の基本操作を習得されている方を対象とします。アンギオおよびIVUSを提示して皆さんに実際の症例
のCT診断をしていただきます。基本的にはディスカッション形式で行います。

今回は富士フィルムメディカル株式会社、GEヘルスケア・ジャパン株式会社、ザイオソフト株式会社にご協力いただき3社の
ワークステーションを準備しております。各社台数に限りがございますのでお早めにお申し込みください。定員に満たない
場合は当日、会場での参加受付も行っております。立ち見に関してはスペースの許す限り制限はありません。 

共催： ザイオソフト株式会社 / GEヘルスケア・ジャパン株式会社 / 富士フイルムメディカル株式会社

A

B

C

D

E

F

G

H

I

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間 コース 定員セッション日付

12名

6名

12名

12名

12名

6名

12名

6名

12名

Fundamental

Advanced

Co-medical

Co-medical

Fundamental

Advanced

Fundamental

Advanced

Fundamental

10:00-11:30

14:30-16:00

16:00-17:30

  9:00-10:30

10:45-12:15

14:30-16:00

16:30-18:00

10:00-11:30

13:30-15:00

Pre-registration is required for these sessions. On-site registration may still be possible depending on the seat availability.

Dates: Thursday, October 17
Venue: Kobe International Exhibition Hall 3
For: Medical

This training program consists of themed lectures from a team of highly experienced Rotablator operators, as well as case-centered 
discussions. The lectures provide guidance on applied techniques and troubleshooting, to help operators treat the more difficult 
cases encountered in actual clinical settings. Case discussions will serve to deepen partiicipants’ understanding as well as maximize 
the clinical essence of this mode of treatment. Actual Rotablators and anatomical models will be provided for hands-on training.

Rotablator Mastership Program -CCT Course-
Sponsored by: Boston Scientific Japan K.K.

Time Target LectureSessionDates

A 10:30-12:00 MedicalThursday, October 17

Theme

Strategy for Calcified Lesion
with Rotablator Takashi Ashikaga 10

Capacity

1F

Hall 3Hall 3

Hall 1Hall 1

Hall 2Hall 2

CT Skill-up Seminar
Rotablator Mastership Program

*English Available
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 Course Director: 角辻　　暁
 Course Co-Directors: 井手　盛子 (大阪大学）
  奥津　匡暁
  亀谷　良介 (名古屋徳洲会総合病院）
  黒田　　忠 (大阪府立成人病センター）

CT Skill-up Seminar
日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル・コメディカル

心臓CTは冠動脈診断における日常的検査として広く認められるようになりました。病変の検出はもちろんのこと、PCIのストラ
テジーを構築するために有用な多くの画像情報もCTから得ることができます。ただし、そのためにはわれわれ冠動脈インター
ベンショナリストが自ら画像解析をし、PCIに必要な情報を引き出さなくては真に有効利用することはできません。画像解析方
法にも様々なものがありますが、われわれはPCIに最も反映しやすい方法としてSliding Slab MIP法を推奨しています。本
コースではこのSliding Slab MIP 法を用いた冠動脈診断を御紹介します。心臓CTの診断能力を身に付けることで格段に冠
動脈画像解析の世界は広がります。そして今後、この能力は我々にとって大きな武器となるでしょう。是非、この機会に心臓CT
をマスターしてください。
また、本コースでは診療放射線技師を対象としたコースも設定しています。インターベンションの中で術者がどのような情報
が必要とされるのかを理解していただけることを目標としています。
ご自身の施設で撮影されたCTデータを御持参いただければ講習の空き時間に、各社の解析ソフトを使って画像解析をするこ
とができます。われわれがフルサポートいたします。データは再構成をおこなった最適フェーズaxial画像をDICOMデータで
お持ち下さい。ご不明の場合はCTメーカー担当者へご確認いただくことをお勧めいたします。

●Co-Medicalコース
対象：コメディカル
Sliding Slab MIP 法の操作方法および基本的なCT診断ポイントとPCIのポイントを解説します。 

●Fundamentalコース
対象：メディカル、コメディカル
Sliding Slab MIP 法の操作方法および基本的なCT診断ポイントを解説します。

●Advancedコース
対象：メディカル
Sliding Slab MIP の基本操作を習得されている方を対象とします。アンギオおよびIVUSを提示して皆さんに実際の症例
のCT診断をしていただきます。基本的にはディスカッション形式で行います。

今回は富士フィルムメディカル株式会社、GEヘルスケア・ジャパン株式会社、ザイオソフト株式会社にご協力いただき3社の
ワークステーションを準備しております。各社台数に限りがございますのでお早めにお申し込みください。定員に満たない
場合は当日、会場での参加受付も行っております。立ち見に関してはスペースの許す限り制限はありません。 

共催： ザイオソフト株式会社 / GEヘルスケア・ジャパン株式会社 / 富士フイルムメディカル株式会社
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F
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10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間 コース 定員セッション日付

12名

6名

12名

12名

12名

6名

12名

6名

12名

Fundamental

Advanced

Co-medical

Co-medical

Fundamental

Advanced

Fundamental

Advanced

Fundamental

10:00-11:30

14:30-16:00

16:00-17:30

  9:00-10:30

10:45-12:15

14:30-16:00

16:30-18:00

10:00-11:30

13:30-15:00

Pre-registration is required for these sessions. On-site registration may still be possible depending on the seat availability.

Dates: Thursday, October 17
Venue: Kobe International Exhibition Hall 3
For: Medical

This training program consists of themed lectures from a team of highly experienced Rotablator operators, as well as case-centered 
discussions. The lectures provide guidance on applied techniques and troubleshooting, to help operators treat the more difficult 
cases encountered in actual clinical settings. Case discussions will serve to deepen partiicipants’ understanding as well as maximize 
the clinical essence of this mode of treatment. Actual Rotablators and anatomical models will be provided for hands-on training.

Rotablator Mastership Program -CCT Course-
Sponsored by: Boston Scientific Japan K.K.

Time Target LectureSessionDates

A 10:30-12:00 MedicalThursday, October 17

Theme

Strategy for Calcified Lesion
with Rotablator Takashi Ashikaga 10

Capacity

1F

Hall 3Hall 3

Hall 1Hall 1

Hall 2Hall 2

CT Skill-up Seminar
Rotablator Mastership Program

*English Available
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事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場2号館3階 3B
対象: メディカル・コメディカル

●OCTコース［メディカル］
対象：メディカル／コメディカル
講師：メディカル
OCTのエビデンスや実臨床における様々な症例におけるOCTの有用性を学ぶことの出来るコースです。症例提示では、石
灰化病変や分岐部病変などにおいて、OCTにより得られた情報をどの様に診断や治療戦略に活かすかを経験豊富な講師に
解説して頂きます。

●OCTコース［コメディカル］
対象：コメディカル
講師：コメディカル
FD-OCTの基礎と実臨床での有用性を学ぶことが出来るコースです。カテ室でコメディカルに求められる知識として手技方
法・画像の読み方・注意点と、OPTISを使用した症例提示を通して、ステントサイジングの方法やOCTの活用方法などに関し
て、コメディカル視点で分かり易く解説して頂きます。 

●OFDIコース［治療戦略コース］
対象：メディカル／コメディカル
講師：メディカル
OFDIの原理・臨床使用におけるOFDIの有用性についての講義や、実際のOFDIのguided PCIの症例を提示いただきなが
ら参加者の皆様で議論をする場を「OFDI治療戦略コース」とさせていただきます。
冠動脈内診断指標の一つとして新たに登場したOFDIのパフォーマンスや様々な可能性について参加者の皆様で検証して
いきたいと思います。

●OFDIコース［メカニカルコース］
対象：メディカル／コメディカル
講師：コメディカル
冠動脈治療に求められる画像診断の内容から、OFDIの基礎や画像処理やその解析、装置の特徴や使い方について広く学
ぶ事が出来る場を「OFDIメカニカルコース」とさせていただきます。画像診断やデータ処理含め、装置関連の内容が中心の
プログラムとなります。シミュレーターを使って、操作の体験が出来るプログラムも準備しております。奮ってご参加下さい
ますようお願い申し上げます。

共催： セント・ジュード・メディカル株式会社 / テルモ株式会社

OCT/OFDI Training Center
Course Director:  志手　淳也

日付

OFDI治療戦略-1

OCT

OCT

OFDI治療戦略-2

OFDIメカニカル

OCT

コース

10:00-12:00

14:00-15:00

10:00-11:00

14:00-16:00

10:00-12:00

14:00-15:00

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間

藤井 健一

名越 良治 （大阪府済生会中津病院）

添田 信之

石盛 博 （済生会横浜市東部病院）

白樫 貴宏

石橋 徹 （土谷総合病院）

講師対象

Medical/Co-medical

Medical

Co-medical

Medical/Co-medical

Medical/Co-medical

Co-medical

Japanese
only

事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル・コメディカル

Small Groupe形式のレクチャーを行います。

●Standardコース： 基礎的な画像理解、計測方法の講義

●Advanceコース： IVUS の情報をPCI 戦略に応用

IVUS Learning Center
共催： 血管内イメージング研究会  　　　　　　　　 

ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社

A-1

A-2

B-1

B-2

C-1

C-2

D-1

D-2

14:00-15:00

16:00-17:00

  9:00-10:00

11:00-12:00

14:30-15:30

16:00-17:00

  9:00-10:00

11:00-12:00

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間 コースセッション日付

Session A

Session B

Session C

Session D

Standard

Advanced

Standard

Advanced

Standard

 Advanced

Standard

Advanced

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル・コメディカル

●FFRコース基礎編
講師：コメディカル
機能的な評価法として注目されているFFRの基礎と実臨床における有用性を学ぶことができるコースです。FFRの概念か
ら正しい測定方法のコツやピットフォール、FFRによる虚血評価が有用だった症例などを経験豊富なコメディカルの講師が
分かり易く解説して頂きます。

●FFRコース臨床応用編
講師：メディカル
FFRのエビデンスや実臨床における様々な症例でのFFR計測の有用性を学ぶことの出来るコースです。分岐部病変やタン
デム病変などの複雑病変において、FFR測定により得られた値の解釈に困る症例について、症例提示や最新の論文の紹介
を交えて、経験豊富な講師が分かり易く解説して頂きます。

FFR Training Center
共催： セント・ジュード・メディカル株式会社

事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

Japanese
only

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

日付

FFR基礎編-1

FFR臨床応用編-1

FFR基礎編-2

FFR臨床応用編-2 

コース

15:30-16:30

10:30-11:30

15:30-16:30

10:30-11:30

時間

假屋 成耕 （京都第二赤十字病院）

塩野 泰紹 （和歌山県立医科大学附属病院）

加藤 文彦 （東邦大学医療センター大橋病院）

大谷 速人 （聖隷三方原病院 ）

講師対象

Co-medical

Medical/Co-medical

Co-medical

Medical/Co-medical

Japanese
only
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事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場2号館3階 3B
対象: メディカル・コメディカル

●OCTコース［メディカル］
対象：メディカル／コメディカル
講師：メディカル
OCTのエビデンスや実臨床における様々な症例におけるOCTの有用性を学ぶことの出来るコースです。症例提示では、石
灰化病変や分岐部病変などにおいて、OCTにより得られた情報をどの様に診断や治療戦略に活かすかを経験豊富な講師に
解説して頂きます。

●OCTコース［コメディカル］
対象：コメディカル
講師：コメディカル
FD-OCTの基礎と実臨床での有用性を学ぶことが出来るコースです。カテ室でコメディカルに求められる知識として手技方
法・画像の読み方・注意点と、OPTISを使用した症例提示を通して、ステントサイジングの方法やOCTの活用方法などに関し
て、コメディカル視点で分かり易く解説して頂きます。 

●OFDIコース［治療戦略コース］
対象：メディカル／コメディカル
講師：メディカル
OFDIの原理・臨床使用におけるOFDIの有用性についての講義や、実際のOFDIのguided PCIの症例を提示いただきなが
ら参加者の皆様で議論をする場を「OFDI治療戦略コース」とさせていただきます。
冠動脈内診断指標の一つとして新たに登場したOFDIのパフォーマンスや様々な可能性について参加者の皆様で検証して
いきたいと思います。

●OFDIコース［メカニカルコース］
対象：メディカル／コメディカル
講師：コメディカル
冠動脈治療に求められる画像診断の内容から、OFDIの基礎や画像処理やその解析、装置の特徴や使い方について広く学
ぶ事が出来る場を「OFDIメカニカルコース」とさせていただきます。画像診断やデータ処理含め、装置関連の内容が中心の
プログラムとなります。シミュレーターを使って、操作の体験が出来るプログラムも準備しております。奮ってご参加下さい
ますようお願い申し上げます。

共催： セント・ジュード・メディカル株式会社 / テルモ株式会社

OCT/OFDI Training Center
Course Director:  志手　淳也

日付

OFDI治療戦略-1

OCT

OCT

OFDI治療戦略-2

OFDIメカニカル

OCT

コース

10:00-12:00

14:00-15:00

10:00-11:00

14:00-16:00

10:00-12:00

14:00-15:00

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間

藤井 健一

名越 良治 （大阪府済生会中津病院）

添田 信之

石盛 博 （済生会横浜市東部病院）

白樫 貴宏

石橋 徹 （土谷総合病院）

講師対象

Medical/Co-medical

Medical

Co-medical

Medical/Co-medical

Medical/Co-medical

Co-medical

Japanese
only

事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル・コメディカル

Small Groupe形式のレクチャーを行います。

●Standardコース： 基礎的な画像理解、計測方法の講義

●Advanceコース： IVUS の情報をPCI 戦略に応用

IVUS Learning Center
共催： 血管内イメージング研究会  　　　　　　　　 

ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社

A-1

A-2

B-1

B-2

C-1

C-2

D-1

D-2

14:00-15:00

16:00-17:00

  9:00-10:00

11:00-12:00

14:30-15:30

16:00-17:00

  9:00-10:00

11:00-12:00

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間 コースセッション日付

Session A

Session B

Session C

Session D

Standard

Advanced

Standard

Advanced

Standard

 Advanced

Standard

Advanced

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル・コメディカル

●FFRコース基礎編
講師：コメディカル
機能的な評価法として注目されているFFRの基礎と実臨床における有用性を学ぶことができるコースです。FFRの概念か
ら正しい測定方法のコツやピットフォール、FFRによる虚血評価が有用だった症例などを経験豊富なコメディカルの講師が
分かり易く解説して頂きます。

●FFRコース臨床応用編
講師：メディカル
FFRのエビデンスや実臨床における様々な症例でのFFR計測の有用性を学ぶことの出来るコースです。分岐部病変やタン
デム病変などの複雑病変において、FFR測定により得られた値の解釈に困る症例について、症例提示や最新の論文の紹介
を交えて、経験豊富な講師が分かり易く解説して頂きます。

FFR Training Center
共催： セント・ジュード・メディカル株式会社

事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

Japanese
only

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

日付

FFR基礎編-1

FFR臨床応用編-1

FFR基礎編-2

FFR臨床応用編-2 

コース

15:30-16:30

10:30-11:30

15:30-16:30

10:30-11:30

時間

假屋 成耕 （京都第二赤十字病院）

塩野 泰紹 （和歌山県立医科大学附属病院）

加藤 文彦 （東邦大学医療センター大橋病院）

大谷 速人 （聖隷三方原病院 ）

講師対象

Co-medical

Medical/Co-medical

Co-medical

Medical/Co-medical

Japanese
only
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協力： テルモ株式会社　　　　　　　　 
東芝メディカルシステムズ株式会社

日程: 10月19日(土)　第１部 9:30-11:00、 第２部 11:00-12:30
会場: 神戸国際展示場3号館 Room 13
対象: メディカル・コメディカル

あなたの疑問解決します！！
近年虚血性心疾患のみならずGlobal vascular managementが我々の診療に必要となっています。頸動脈、腎動脈、下肢動
脈、下肢静脈についてエキスパートから直接指導を受け、基本から日常の疑問点を解決できる講義とハンズオンを行います。
またSFA-CTOに対するエコーガイド下EVTの実際について模擬モデル(改)を用いたエコーとインターベンションのコラボ
レーションハンズオンを行います。メデイカル・コメデイカルの多数の参加をお待ちしております。

対象者： エコー経験者（初級～上級）
各コース定員： 10名（第1部 9：30～11：00、 第2部 11：00～12：30 は同じセミナー内容です）
●頸動脈エコー　　講師：寺澤 史明 

●腎動脈エコー　　講師：三木 俊  

●下肢動脈エコー　講師：藤田 光広 

●下肢静脈エコー　講師：八鍬 恒芳

対象者：エコー経験者
定員： 5名（第1部 9：30～11：00、 第2部 11：00～12：30 は同じセミナー内容です） 
●インターベンションエコー　講師：滝村 英幸、 永井 美枝子 

※参加申し込みは、一人２コースまで可能です。
※事前申込制です。見学のみ当日受付も可能です。

超音波ハンズオンセミナー Japanese
only

事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場3号館
対象: メディカル

ロータブレーターの手技に熟練したエキスパート陣によるテーマに則したレクチャーと、症例提示ディスカッションによるト
レーニングプログラムです。レクチャーは応用的なテクニックやトラブルシューティングなど、より難易度の高い実臨床での手
技に役立つ内容となっています。また、症例のディスカッションを通してインテリジェンスを深め、臨床上のエッセンスを極大化
していきます。当日はハンズオン用にロータブレーター実機と人体模型を用意します。

Rotablator Mastership Program
共催： ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル

エキスパートの先生からの直接指導により、ステント脱落、ガイドワイヤー断裂時の回収方法や、ステントにガイドワイヤーがト
ラップされた場合の解除方法について講義で学んでいただき、その後、Hybrid Model（擬似血管モデル）におけるステント脱
落のシチュエーションで、ステント回収方法について実際に体験頂きます。

PCI Trouble Shooting Hands-on
共催： アボットバスキュラージャパン株式会社

日付

13:45-14:45

13:45-14:45

10:30-11:30

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間

山口 淳一 （東京女子医科大学）

岡田 隆

山口 淳一 （東京女子医科大学）

講師対象

Medical

Japanese
only

A

B

C

D

E

F

G

10:30-12:00

14:00-15:30

16:00-17:30

10:30-12:00

14:00-15:30

16:00-17:30

10:30-12:00

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

足利 貴志

松原 徹夫

柴田 剛徳

北山 道彦

濱嵜 裕司

上野 勝己

岡村 篤徳

時間 テーマ 講師セッション日付

Strategy for Calcified Lesion with Rotablator

分岐部病変に対するロータブレーター戦略

複雑病変に対するSafety Rotablatorテクニック

効果的なアブレーション・テクニックとワイヤーバイアス

安全に、そして有効にロータブレーターを使いこなす

合併症を起こさないためのロータブレーター戦略

複雑病変に対するテクニックと手技の工夫

English Session

3F

2F

1F

Hall 3Hall 3

Hall 1Hall 1

Hall 2Hall 2

OCT/OFDI Training Center

CT Skill-up Seminar
IVUS Learning Center

FFR Training Center

PCI Trouble Shooting Hands-on

超音波ハンズオンセミナー

Rotablator Mastership Program
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協力： テルモ株式会社　　　　　　　　 
東芝メディカルシステムズ株式会社

日程: 10月19日(土)　第１部 9:30-11:00、 第２部 11:00-12:30
会場: 神戸国際展示場3号館 Room 13
対象: メディカル・コメディカル

あなたの疑問解決します！！
近年虚血性心疾患のみならずGlobal vascular managementが我々の診療に必要となっています。頸動脈、腎動脈、下肢動
脈、下肢静脈についてエキスパートから直接指導を受け、基本から日常の疑問点を解決できる講義とハンズオンを行います。
またSFA-CTOに対するエコーガイド下EVTの実際について模擬モデル(改)を用いたエコーとインターベンションのコラボ
レーションハンズオンを行います。メデイカル・コメデイカルの多数の参加をお待ちしております。

対象者： エコー経験者（初級～上級）
各コース定員： 10名（第1部 9：30～11：00、 第2部 11：00～12：30 は同じセミナー内容です）
●頸動脈エコー　　講師：寺澤 史明 

●腎動脈エコー　　講師：三木 俊  

●下肢動脈エコー　講師：藤田 光広 

●下肢静脈エコー　講師：八鍬 恒芳

対象者：エコー経験者
定員： 5名（第1部 9：30～11：00、 第2部 11：00～12：30 は同じセミナー内容です） 
●インターベンションエコー　講師：滝村 英幸、 永井 美枝子 

※参加申し込みは、一人２コースまで可能です。
※事前申込制です。見学のみ当日受付も可能です。

超音波ハンズオンセミナー Japanese
only

事前申込制ですが、当日会場に空席がございます場合には、ご参加いただくことが可能です。

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場3号館
対象: メディカル

ロータブレーターの手技に熟練したエキスパート陣によるテーマに則したレクチャーと、症例提示ディスカッションによるト
レーニングプログラムです。レクチャーは応用的なテクニックやトラブルシューティングなど、より難易度の高い実臨床での手
技に役立つ内容となっています。また、症例のディスカッションを通してインテリジェンスを深め、臨床上のエッセンスを極大化
していきます。当日はハンズオン用にロータブレーター実機と人体模型を用意します。

Rotablator Mastership Program
共催： ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社

日程: 10月17日（木）～19日（土）
会場: 神戸国際展示場1号館展示会場
対象: メディカル

エキスパートの先生からの直接指導により、ステント脱落、ガイドワイヤー断裂時の回収方法や、ステントにガイドワイヤーがト
ラップされた場合の解除方法について講義で学んでいただき、その後、Hybrid Model（擬似血管モデル）におけるステント脱
落のシチュエーションで、ステント回収方法について実際に体験頂きます。

PCI Trouble Shooting Hands-on
共催： アボットバスキュラージャパン株式会社

日付

13:45-14:45

13:45-14:45

10:30-11:30

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

時間

山口 淳一 （東京女子医科大学）

岡田 隆

山口 淳一 （東京女子医科大学）

講師対象

Medical

Japanese
only

A

B

C

D

E

F

G

10:30-12:00

14:00-15:30

16:00-17:30

10:30-12:00

14:00-15:30

16:00-17:30

10:30-12:00

10月 17日（木）

10月 18日（金）

10月 19日（土）

足利 貴志

松原 徹夫

柴田 剛徳

北山 道彦

濱嵜 裕司

上野 勝己

岡村 篤徳

時間 テーマ 講師セッション日付

Strategy for Calcified Lesion with Rotablator

分岐部病変に対するロータブレーター戦略

複雑病変に対するSafety Rotablatorテクニック

効果的なアブレーション・テクニックとワイヤーバイアス

安全に、そして有効にロータブレーターを使いこなす

合併症を起こさないためのロータブレーター戦略

複雑病変に対するテクニックと手技の工夫

English Session

3F

2F

1F

Hall 3Hall 3

Hall 1Hall 1

Hall 2Hall 2

OCT/OFDI Training Center

CT Skill-up Seminar
IVUS Learning Center

FFR Training Center

PCI Trouble Shooting Hands-on

超音波ハンズオンセミナー

Rotablator Mastership Program
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